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⚫ 令和5年度に鉱山保安法施行規則が改正され、粉じん作業場における規定が追加された。(令和5年10月1日施行)

⚫ あわせて、鉱業権者が講ずべき措置事例に関連項目が追加された。

規則改正の概要
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粉じん作業場にかかる規則改正



⚫ 粉じんが発生し、又は飛散する作業場(粉じん作業場)において、次のことを行う必要がある。

令和5年度の規則改正で追加された内容
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粉じん作業場にかかる規則改正

鉱山保安法施行規則(抜粋)
第十条
二の二 粉じんが発生し、又は飛散する作業場において、請負人(鉱山労働者を除く。以下同じ。)に作業を行わせるとき
は、有効呼吸用保護具を着用する必要がある旨を当該請負人に周知すること。

→委託業者等に対しても、防じんマスクが必要なことを周知する義務

二の三 粉じんが発生し、又は飛散する作業場において、鉱山労働者に作業を行わせるときは、次に掲げる事項を、見や
すい箇所に掲示すること。
イ 粉じんが発生し、又は飛散する作業場である旨
ロ 粉じんにより生ずるおそれのある疾病の種類及びその症状
ハ 粉じん等の取扱い上の注意事項
ニ 有効呼吸用保護具を着用しなければならない旨及び着用すべき有効呼吸用保護具

→ 上 記 4 項 目 を 、 粉 じ ん 作 業 場 の 見 や す い 位 置 に 掲 示 す る 義 務



⚫ 昨年度の保安検査では、掲示内容が不足していることが見受けられた。

⚫ 各鉱山においては、規則に定める4項目の記載があるか、今一度確認されたい。

掲示内容は更新されていますか?
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掲示内容の再確認依頼

「鉱業権者が講ずべき措置事例」に掲示すべき内容の一例が掲載されています。

鉱業権者が講ずべき措置事例
(20230815保局第1号)

粉じんに関する規定は、

第8章 粉じんの処理
に記載があります。



⚫ 令和3年4月28日付け文書で、「常時著しく粉じんが発生し、又は飛散する屋内・坑内作業場」で粉じん濃度の測定を
行ったときは、その都度、測定の結果を掲示等により周知するよう要請しているところ。

⚫ 屋内作業場または坑内作業場において粉じん濃度測定等を行っている鉱山においては、各鉱山における粉じん濃度の測
定結果等の鉱山労働者への周知を、保安教育及びリスクコミュニケーションの観点から効果的と考えられる方法で行わ
れたい。

測定結果を掲示し鉱山労働者へ周知
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粉じん濃度測定結果の周知

周知内容(抜粋)
• 粉じん濃度の測定結果等について、測定を行ったときは、その都度、様式

第九(甲)を常時各作業場の見やすい所に掲示、備え付け等の方法で周知を
行う。

• 今般改正した規則第10条第2号を受け改正した措置事例「第8章２」の規則
第10条第4号に規定する常時著しく粉じんが発生、又は飛散坑内作業場お
いては、要求防護係数を上回る指定防護係数を有する呼吸用保具を着用さ
せたことを同報告様式の備考欄に記載して周知を行う 。


